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まず一般的な人材紹介事業の収益構造にについて確認しましょう。

どこを強化することが事業成功のポイントにな

るのか確認していただいて、その上で、その重要なポイントをき

ちんと対応したＪＣ式について、そのステップをご説明していきま

す。 

 

外国人人材紹介事業について収支はだいたいこのような感じです。

ここで、ポイントは「外国人の方を紹介してほしい。」と、紹介依頼

があった場合、初期費用等は発生せず、成功報酬制ということになり

ます。 

  

そもそもどうしてＪＣ式が必要なの

でしょう。 
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そして、1 円もいただけない状態で人材を探し、良い方がいて面接

した結果、1 人紹介が決まった場合の成功報酬は、だいたい 19 万 8

千円（税別）。こちらに関しては、別の会社では 50 万円ほど取って

いらっしゃるところもありますが、弊社の場合は 19 万 8 千円（税

別）となっております。 

その他、外国人の方が日本で働くためのビザ申請を行わなければ

いけないので、そのためのコンサルティング費用としまして、弊社の

場合は 5 万 8 千円という金額をいただいています。そして、その外

国人の方が働き始めてから、月次の支援費用ということで、月額 2 万

5 千円を、弊社の場合いただいております。この金額も、ものすごく

ディスカウントされるところですと１万円というところもあります

が、高いところですと４万円というところもあって、ピンキリとなっ

ております。 
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外国人の方は、5 年間働くことが可能になっておりますので、この

月次の支援費用も 5 年間発生することが想定されま

す。そうしますと、最初の紹介費用から、ビザのコンサル費用、及び

月次支援費用、これが 5 年間で計算しますと、売上として一人当た

り 175 万 6 千円という金額になります。ですので、ポイントはその

紹介をした初期費用ではなく、いかにこの月次支援費用

を積み上げることが出来るかというところになります。

初期費用は 19 万 8 千円程に対して、月額は積みあがってきますと、

5年間トータルで 150 万円程になります。そして、月々2万 5 千円と

いう金額で 5 人支援を行っていきますと、一月あたり 12 万 5 千円、

10人ですと毎月 25 万円が必ず入ってくるということになります。 

 

 

  

ポイントは月額支援費を積み上げること 
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ここで、ＪＣ式外国人人材紹介の実績をご紹介いたします。 

まず、コロナで大変だった 2021年 2 月に、0からスタートいたし

ました。そして、2022年 4 月の段階で、合計 143 名をご紹介

し、支援を行うことが出来ました。つまり、毎月毎月 143 名の支援

費をいただくことが出来る状態になったということです。 

 

さらに登録者として 700 名程、そして、「良い方がいた

ら紹介してほしい」という、募集のパートナーが 200社

程になりました。 

 

これが 1 年と 2 か月程での実績になります。  

JC式外国人人材紹介の実績 
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講師紹介 

ここで私の自己紹介をさせていた

だきます。 

実は人材の分野ではまったくの

ド素人でした。まず、法学部法律学

科を卒業。Web 関係のマーケティ

ング会社で IT コンサルとして働

き、その後、オンライン英会話の教

育系の事業、日本語カフェという、

教育系の e ラーニング事業を行い

ました。 

 そして 2021 年、コロナでこういったものが中々うまく進まず

に、仕事でお困りの外国人を何とか助けたいという思いから、人材

紹介という、過去に一度もやったことがない事業を開始いたしま

した。 
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 事業を立ち上げるにあたり、このようなことを考えました。 

 

 

人材紹介会社というのはものすごく多数あるのですが、8割がうま

くいっていないとうかがいます。その中でよくあるのが、やはり、

「地域密着型の営業」をされていると。そして地元の法人に伺っ

て挨拶をし、提案をしていくという、そういう営業方法をやっていら

っしゃるとうかがいます。 

これは大変すばらしいことですし、地元に根付いて信頼をされて、

それから一社でも契約をとれればそこからまた紹介につながるとい

うことで、すばらしいと思います。ただ、最初にご挨拶をしてから、

「また人がいなくなったらお願いするわ。」というのが通常で、次の

発注が 1 年後になってしまう。営業エリアは車で 1 時間、せいぜい

100 ㎞圏内。1 年やってやっと 5 人増えた。10 人増えた。というレ

ベルの成長に留まってしまい、成長するまでに大変な時間が

かかってしまいます。 

  

失敗する人材営業とは？ 
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ですが、今はｗｅｂの世の中ですので、成功するためには、ニーズ

のある会社を全国から拾い集めるということが出来ます。従来のよ

うに商圏が 100km に制限されると、将来いくら頑張っても、契約獲

得数も小さくなってしまって、まともな売り上げにはつながりませ

ん。しかし、商圏を全国に広げまして、今すぐ人が欲しいとい

う企業様は必ず全国にいらっしゃいます。そこにうまくアプローチ

できれば、苦労して営業開拓しなくても売り上げをどんどん

拡大できるということで考えました。 

 

 

 

  

売り上げを拡大！ 

商圏を全国へ 
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では、いよいよ JC 式 4つのステップをご紹介します。まず 1 つ

目のポイントはマーケティングを活用して、全国の法

人にアプローチをしていくということです。日本全国が対象

ですので、1 件 1 件お邪魔していては時間がかかりすぎてしまいま

す。ですので、たとえばダイレクトメールなど、そういったマーケテ

ィングの手法でアプローチをしていくというのが一つ目のステップ

です。 

 

 

 

 

それから JC 式の 2 つ目のポイントといたしまして、反応

があった法人様に、Zoom を使いオンラインで提案

から受注までをおこないます。ダイレクトメール等をお送

りして、「もうちょっと話を詳しく聞かせてほしい」といった反応

があった法人様に対して、近ければ直接ご訪問というやり方で良い

のですが、全国を相手にするには、オンラインのみで説明から受注

までしていくことが必要になります。  

JC式外国人人材紹介の 4ステップ 
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それから、3 つ目のポイントといたしまして、じゃあその人

材、働く外国人をどうやって見つけるのかというところですが、人

材の紹介は国内にいる方を中心に、パートナーから上

がってきた人材を紹介していく。最初の人材紹介料から収

益を得るのはある程度放棄しまして、パートナーとその利益をシェ

アしながら、とにかく数多くマッチするように進勧めていくという

のが、3つ目のポイントになります。 

 

 

 

 

最後、4 つ目のポイントは、各地域に支援員を採用し、

全国での支援を行える体制を作ることです。全国の法人様

を相手に人材をご紹介した後は、その人材のサポートをきちんと行

わないといけません。そのサポートを行うのに、毎回、じゃあ東京か

ら北海道に出張して…ということですと、やはり緊急時には対応で

きませんし、サポートの質も低くなってしまいます。そのため、各地

に住んでいらっしゃる方を地域支援員として採用し、きちんと支援

できる体制を作っていくことが 4つ目のポイントになります。 

この 4 つをすべて実施するのが「JC 式外国人人材紹介」

なのです。  
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以下、もう少し細かくステップ毎に見ていきたいと思います。 

まず、ステップ 1 といたしましてマーケティングをつかった

見込み顧客開拓を行います。テレアポだと、話がうまく進まなかった

り、ガチャ切りされたり、そもそも社長がその日出社されておらずリ

ーチできないといったこともあり、けっこうな費用と時間の無駄に

なりがちです。そこで JC 式では、ファックスやダイレクトメール、

他にフェイスブック広告等を活用いたしまして、時間を短縮し、大

量の見込み客に対して、効果的にアプローチして

まいります。 

  

具体的な 4ステップ 
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次にステップの 2 といたしまして、興味を示された法人さま

に対しては、打ち合わせを全て Zoom で行います。以前

は、法人営業と言えば営業マンがその見込み顧客にご挨拶に行って

名刺交換をし、やっと仕事になるというのが通常でしたが、コロナの

影響で、打ち合わせも全部 Zoom で行って、じゃあそこで契約とい

うのが一般的になりました。それにより互いに相談などの

際の負担が減って楽に、また全国を対象に説明を

するということが、手軽に出来るようになりました。 

そしてさらに、この Zoom でのご説明もなくてとにかくメールだ

けですぐに人をお願いしたいという会社さんもいらっしゃいます。 
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そしてステップ 3 といたしまして、人材の開拓につい

ては、パートナーを通じて発掘していきます。 

通常、人材紹介という事業は、スカウトメールで多数の人材の方に

対してアプローチし、「こんな会社で働きませんか」とアプローチを

して、応募したい方を見つけてご紹介をするのが、一般的な流れにな

ります。ですが、外国人の方がそういったスタートを出来るようなサ

イトにまず登録されていないことが多いです。又コミュニケーショ

ンが日本人の場合に比べ難しいことが多いです。しかし、パート

ナーを見つけ、そこを補っていければ人材開拓

が可能になります。 

そこで弊社の場合、そのパートナーに作業をお願いするわけです

が、そうすると当然、お願いするための費用が発生します。しかしそ

れを考慮しましても、パートナーと協力した方が良いだろうと考え、

現在 200 社以上のパートナー企業様と提携し、多くの方の紹介を行

っております。 
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最後にステップ 4 といたしまして、地元在住の地域支

援員を雇います。 

紹介が出来ましたら、今度は 3 ヶ月ごとにその派遣先へ訪問いた

しまして、何か問題ないか等、サポートをしないといけません。です

がそこでまた、東京から現地まで出かけていくというのは大変な作

業になりますので、そもそもその地元に住んでいらっしゃ

る方に支援員としてサポートをお願いします。 

では、その方との契約内容をどんな感じでやればいいのか、そもそ

もどうやって各地の地元に住んでらっしゃる方を募集するのか、そ

の辺はまた改めて実践会等の他の機会にご紹介していきたいと思い

ます。 
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以上がJC式外国人人材紹介 4つのステップ
です。この JC 式の考え方で、実際に成果が出ることはすでに実証さ

れておりますので、この通り実践していただいて、これから外国人人

材紹介事業で、あなたが成功するきっかけになればということを願

っております。 

 

ここまでお読み頂き、ありがとうございました。 

 

 


